
2026年（ 中学受験・高校受験コース共通版・初夏だより ） ～ 今年の中学・高校・大学入試を見てみよう！ ～ 

 今年の中学受験・高校受験そして大学受験（制度）を振り返ることことで、何が浮かび上がるか？改めて見ていきます。

創研学院高津駅前校にお通いいただくお子様・保護者目線での記述になりますので、その点御配慮いただければ幸いです。 

１ 今春の首都圏私立中学入試の全体動向から見えること 

首都圏の中学入試は、2月の前哨戦であり、お試し入試である（湘南新宿ラインなど交通アクセスの劇的改善で、お試し

とはもはや言えなくなってきていますが…）埼玉入試が1月10日以降、千葉入試が1月20日以降スタートします。実際、

埼玉の栄東Ａは1月10日、栄東難関大は1月11日、開智所沢は1月15日、立教新座は1月25日、千葉の東邦大東邦は1

月20日以降となっています（1月入試の日程含め、入試日程の決定・調整は6年生の12月と年明け1月の最終面談で必勝

パターンを組んでいきますのでご安心ください）。 

神奈川・東京は2月1日午前からいよいよ本番となります。下の表は今春の首都圏の入試日別応募状況一覧ですが、最大

の募集定員は2月1日午前です。1日午後は午前の3割程度の募集定員にもかかわらず午前の応募者の7割相当が応募して

おり、2月1日午前・午後を連続して受験することはもはや当たり前となっています。地元人気女子校洗足学園が今春より

従来の3回入試を1日・2日の2回入試に減らし、また地元人気共学校東農大一中が来春より4日午前の第四回入試を減ら

し全3回（1日午前・午後で145名と2日午後でわずか30名！）とするように、入試前半戦で能力をフルに出力できるよう

準備をするとともに、2月4日以降の総応募者数は今なお2月1日午前に迫る人数であることからも、最後まで受験をあき

らめない精神的な体力も同時に温存し戦い続ける、子供たちには大変過酷な入試であることがわかります。 

また都立・神奈川の公立中高一貫校は2月3日前後に一斉実施されますが（倍率などの詳細はすでにコミルにて配信して

おります。ちなみに神奈川には、相模原・平塚・市立南・サイエンスフロンティア・市立川崎の5校があり、中でも8割が

理系大学へ進学するサイエンスフロンティアは突出した人気を誇ります。川崎市市民は中学受験はできませんが、高校受験

部でのサイエンスフロンティア受験合格率は創研学院高津駅前校は100％を継続しています！）、中上位私学の併願校として

定着したことにより受験は難化し、公立中高一貫校のみを受験する受検生は減少しています（5・6年生からちょこっと勉強

すればどうにかなるのではという世間知らずさんはさすがに減ってきています）。 

                                      （参）2026年春 日能研勉強会資料 

  
1月19日

以前 

1月20日 

～31日 

2月1日 2月2日 2月3日 2月4日

以降 
合計 

  
午前 午後 午前 午後 午前 午後 

入試数 

男子校 10 1 30 10 20 7 14 5 27 124 

女子校 9 4 70 54 57 42 29 23 69 357 

共学校 154 69 109 84 79 65 40 32 147 779 

国立校 1 1 1 0 0 0 10 0 0 13 

公立校 17 3 2 0 0 0 16 0 0 38 

合 計 191 78 212 148 156 114 109 60 243 1,311 

定 員 

男子校 195 100 3,475 315 1,635 175 997 75 800 7,767 

女子校 420 150 4,487 1,539 2,554 912 602 357 953 11,974 

共学校 4,968 2,556 5,531 2,333 2,330 1,204 1,090 527 1,574 22,113 

国立校 30 40 140 0 0 0 686 0 0 896 

公立校 1,235 300 11 0 0 0 2,334 0 0 3,880 

合 計 6,848 3,146 13,644 4,187 6,519 2,291 5,709 959 3,327 46,630 

応募者 

男子校 1,749 1,623 12,449 4,169 10,544 2,256 9,398 1,360 10,550 54,098 

女子校 5,047 2,305 12,326 9,706 12,510 7,841 6,624 3,858 8,826 69,043 

共学校 78,965 23,203 22,958 19,999 18,908 16,996 10,925 8,046 27,268 227,268 

国立校 － - 279 0        0 0 1,999 0 0 2,278 

公立校 4,162 1,765 12 0 0 0 8,719 0 0 14,658 

合 計 89,923 28,896 48,024 33,874 41,962 27,093 37,665 13,264 46,644 367,345 

倍 率 

男子校 9.0 16.2 3.6 13.2 6.4 12.9 9.4 18.1 13.2 7.0 

女子校 12.0 15.4 2.7 6.3 4.9 8.6 11.0 10.8 9.3 5.8 

共学校 15.9 9.1 4.2 8.6 8.1 14.1 10.0 15.3 17.3 10.3 

国立校 ― ― 2.0 ― ― ― 2.9 ― ― 2.5 

公立校 3.4 5.9 1.1 ― ― ― 3.7 ― ― 3.8 

合 計 13.1 9.2 3.5 8.1 6.4 11.8 6.6 13.8 14.0 7.9 

今から10年前の2017年の首都圏（この場合、東京・神奈川・千葉・埼玉）中学受験者数は45819名（4県の小6卒業生

数が当時は291961名で受験率は15.7％）でした。今春2026年の首都圏中学受験者数は53730名（4県の小6卒業生数が

288173名と少子化の影響は確実に押し寄せていますが、受験率は18.6％と過去10年で最高の年）でした。 

では今年はどの学校に人気が集中したのか、見ていきましょう（埼玉・千葉はあくまでお試しという位置づけですので詳細

は割愛しますが、埼玉は過去2番目の受験者数で、埼玉・千葉ともに他県から通学可能な中堅校の受験者数が増加している

ことは要注意です）。以下は、東京都の男子・女子・共学校そして神奈川県の受験者増加校ベスト5（2月20日集計）です。 

 東京男子校 2026年の受験者数 前年比 首都圏模試偏差値 

１ 都市大付属 2303名 ＋436名 67 

２ 攻玉社 1202名 ＋321名 66 

３ 京華 842名 ＋162名 47 

４ 城北 1376名 ＋107名 67 

５ 暁星 356名 ＋85名 65 

 

 東京女子校 2026年の受験者数 前年比 首都圏模試偏差値 

１ 山脇学園 2855名 ＋407名 66 

２ 女子学院 947名 ＋307名 76 

３ 頌栄女子学院 930名 ＋227名 70 

４ 晃華学園 461名 ＋132名 59 

５ 立教女学院 356名 ＋85名 69 

 

 東京共学校 2026年の受験者数 前年比 首都圏模試偏差値 

１ 文教大付属 1366名 ＋510名 45 

２ 安田学園 2341名 ＋355名 63 

３ 青稜 1490名 ＋302名 64 

４ 東農大一 2311名 ＋276名 70 

５ 桜丘 1719名 ＋231名 50 

 

 神奈川の学校 2026年の受験者数 前年比 首都圏模試偏差値 

１ 鎌倉国際文理（共学化） 689名 ＋406名 42 

２ 桐蔭学園 1333名 ＋389名 61 

３ 神奈川学園 884名 ＋138名 50 

４ 横浜共立学園 478名 ＋109名 62 

５ 桐光学園 1034名 ＋75名 59 

東京・神奈川入試を振り返ると、共学校の受験者が過去最高であり、サンデーショックの影響で難関女子校の受験者が増

加していることがわかります。サンデーショックとは、2 月 1 日が日曜日となり安息日のために日曜に入試を行えない主に

プロテスタント系の学校の日程が大きく変化し、とりわけ女子の受験パターンや併願校選びに大きな影響を与える現象を言

います。今年は女子学院、東洋英和女学院、立教女学院、横浜共立学園などが入試日を２月２日に変更しました。女子

御三家では、女子学院が２日に移動したことで、桜蔭の２月１日の出願者数は、前年の 542 人から 599 人へと増加。雙

葉も 389人から 435人へ増加し、女子学院は２月２日の出願者数が前年より 706名も多い 1088名となりました。プロテス

タント系でも神奈川のフェリス女学院は受験日を変更せず、従来の２月１日に実施。受験者数は 468 名となり、前年度の

404 名より増えました。女子学院の併願校としても知られる新御三家の一角吉祥女子では、２月２日の出願者数は 792

名で、前年度は 1028 名だったため、大幅な減少となりました。 

また京華や文教のように偏差値ではなく面倒見の良さに定評のある学校や、またサイエンス教育や算理入試実施校

が大人気となりました。文部科学省が昨年 10 月 8 日に発表した「日本の高等教育の構造と改革の方向性」でも、「義務

教育終了段階では比較的高い理数リテラシーをもつ子供は約 4 割いるにもかかわらず、高校段階では普通科理系が 2

割、大学入学時には理工農学部の学生は約 1割に半減し…」「特に女子の理系離れは深刻であり、学士の理工農系進

学は女子全体の 5％にすぎず、大きなアンバランスが生じている」と大変厳しい認識が示され、そのために「将来の社会・

産業構造変化を見据え、大規模大学を含め、サイエンス系分野への学部等転換を一層強力に推進」すべく、「大規模大学等に

おける理系転換の強力な後押しのために、成長分野転換基金をリスタートし、大都市圏の大規模大学の理系転換に際しての

課題にも対応したメニューを新設し、理系比率を大幅に増加」させ、「文系学部を含めた理数的素養を身につける教育の質的

転換の推進のために、大学における数理・データサイエンス・AI教育の高度化・必修化を通じて、文系学生も含めて実践的



な能力を身につけ、将来の社会においても様々な職種で活躍できる教育の質的な転換を図る」とされました。要は、日本特有

（もはや異様な？）の文系理系という分断（タコつぼ）型の、昨今のグローバルな課題には無力な大学教育はもうやめまし

ょうということであり、その大学入試改革に歩を合わせるように中学入試も劇的に変化しつつあるということなのでしょう。

あるいは中学入試を考える保護者様が現行の公教育に満足しないイノベーター気質の方が多いことを私立中高一貫校

が即座にキャッチアップし柔軟に対応しているのだとも考えられます。隔年現象だけでは考えられない、大学付属校（特

に理系学部の選択肢の少ない学校）の受験者が軒並み減少していることもその裏付けになるのかもしれません。 

２  2026年中学入試問題 教科別傾向と問題分析  

国語の全体傾向…不確実な時代と言われてからかなりの年月が経ちます。「持続可能な世界」の青写真に疑問符が付き始

め、さまざまな分野で分断が進む中、未来を描いたあらゆる施策が、ただのお題目に過ぎないという論調も耳にするように

なりました。戦後80年を迎えた2025年、平和を希求する声が叫ばれる一方で世界で紛争の火種が絶えません。日本では戦

時下の空気を知る人が少なくなり、いかにして戦争の記憶を風化させることなく語り継いでいくのかが切実な課題となって

います。戦争を題材とする文章が今年の入試で目立ったのはこうした国際情勢のためでしょう。不確かな「今」を生き抜く

ための備えへの問題意識も、私学の素材文選びには垣間見られました。その中の一つが「自己肯定感」というワードです。

不安定な時代に、いかにしなやかな心を養い、自己を肯定していくのか。私学のまなざしは子どもたちの心のあり方に向け

られていました。また「学問」への関心も見られました。ゆき詰った世の中に対し、杓子定規なものの見方や従来型の価値

の置き方にとらわれず、新しい見方を築き磨き上げるための手段が学問です。多様な価値観を持つ異なる境遇の他者と出会

い、対話するためにいかに学ぶのか――その前提として、他者との対話に不可欠な「言葉」の力を話題にした文章も多く選

ばれていました。設問形式においては、生徒が自分なりの見方で文章を読み、それぞれが述べた意見を選択肢として示して

いる設問がいくつもありました。こうした問いは、多様な意見を前に、あなたはどう応えるのか、自分なりの考えを仲間の

一人として提示するといった普段の私学の学びが切り取られたものであるとともに、こうした学びの中でこそ、不確かな「今」

を生き抜く力を養うことができるのだという、私学のメッセージともいえるのではないでしょうか。 

算数の全体傾向…2026年度の入試では、受験生がこれまでふれてきたような典型的な問題に、「ひねり」を加えた出題が

多くの学校で見られました。この傾向は近年の大きなトレンドとなりつつあります。典型的な問題や、見たこともないよう

な難問では受験生の実力差が見えにくいですが、状況設定を複雑化する「ひねり」を典型的な問題に加えることによって、

問題の解法プロセスの意味の理解だけでなく、その場で思考し、問題の構造を見抜く本質的な理解を試すことができ、受験

生の真の実力がより見えやすくなります。日頃から、典型的な問題を確実に解けるようにくり返し練習するだけでなく、複

雑な問題を時間を気にせずじっくり考えてみたり、別解を考えてみたりするなど、問題自体を十分に味わう姿勢で学習を進

めることも求められているといえます。また学習指導要領の改訂の影響で出題が増えていた「統計に関する問題」は、一定

数の出題はありましたが、全体的には落ち着いた印象です。しかし、出題された問題を見ると、「中央値」や「最頻値」など

の、統計に関する用語の意味や求め方を知っていることを前提とした出題となっており、引き続き注意が必要です。これ以

外に目立ったトピックとしては、今年も、西暦の数「2026」を利用した問題が多くの学校で見られました。しかし、昨年の

2025＝45×45のように数の性質を利用するというよりも、計算問題や、「2026番目」や「2026までの範囲で」というよう

な出題のされ方が主流で、特に受験生が戸惑うことはなかったと思われます。来年は「2027」ですが、「2027」は素数であ

るため、どのような出題がされるか、今から楽しみでなりません。 

社会の全体傾向…今年の入試で取り上げられた時事的な出来事には、参議院議員選挙、トランプ関税、令和の米騒動、パ

レスチナ情勢、オーバーツーリズム、戦後 80 年などが目立ちました。これらに関連して、選挙制度や国会審議の過程、貿

易、日本人と米の関わりの歴史と現状、国際連合を始めとする世界の平和と安全についての知識が問われることも多くあり

ました。全般的な傾向としては、入試問題を通じて初めて出会う子どもたちと、探究的な授業を疑似的に展開しようという

姿勢で、出題者が作問しているかのような入試問題が増加傾向にあると感じられます。知識を問う設問では、いわゆる「重

箱の隅をつつく」ようなものはあまり見られません。一見、細かい知識が問われているようでも、示された資料を活用して

正解が出せるような設定が多くなっています。つまり、問題に取り組むために、必要な知識・情報の確認または提供が行わ

れています。そして、初見となる資料を読み解いて、現代社会が抱える解決すべき課題を発見すること、さらには、その課

題を解決する方法の検討を促すような入試問題が増えています。受験生には、現在、および、将来の世の中の課題となるよ

うな話題に関心をもち、社会科の教科内容との結びつきを見出すことで、社会科を学ぶ意義にも目を向けることが求められ

ています。これからの中学入試の社会科では、世の中が抱えるさまざまな課題に対して、主体的に参画していこうという意

識をもって学び進むことが、最大の対策となっていくでしょう。 

理科の全体傾向…題材としては、地震、台風や大雨、猛暑などの自然現象と防災に関する問題、地球温暖化などの地球規

模の環境問題や生態系への影響、月食などの天体に関する問題のように、身のまわりで注目されているさまざまな出来事が

数多く取り上げられていました。また、電力やエネルギー、身近な道具のしくみ、料理など、日常生活と関わりが深い題材

も取り上げられていました。理科の入試問題では、これらの題材を通して、さまざまな視点で情報を読み取り、読み取った

情報や身につけた知識をもとに筋道を立てて状況をとらえる力が試されています。問題形式に目を向けた場合、記述問題で

は、原因と結果の関係に目を向けて、実験結果からわかることを記述する問題や、さまざまな現象が起こるしくみを、知識

や経験をもとに、示された状況に対応させて記述する問題が多く出題されています。また、計算問題では、複雑な計算処理

を行う問題は減少の傾向にありますが、てこのつり合いや電流のように、原理や法則をもとに計算を行う問題や、化学反応

や物体の運動のように表やグラフから規則的な変化をとらえて計算を行う問題や問題文から状況をとらえて計算を行う問題

は、引き続き多く出題されています。このように、理科の入試問題では、幅広い題材をさまざまな視点で分析し、状況をと

らえていく力が問われています。全体を通して、問題の情報量（文や表、グラフ、図など）は多めであり、考える方向性を

示した問題文や設問の流れに沿って取り組む問題が増えているので、特に、情報を正確に読み取る力が必要となります。読

み取った情報どうしを結びつけて整理する力、読み取った情報と知識を結びつける力も必要とされています。 

                                            

３ 2026年 神奈川県の高校入試についての雑感（詳細は別のおたよりで） 

今年の神奈川県の公立中学校卒業予定者は66304名（昨年比＋31名）でした。そのうち全日制一般募集人員は39431名

（昨年比＋36名）でした。全日制一般募集の応募者は43852名で、昨年より－2252名と大きく減少しました。昨今の私学

志向の高まりに加え、高市内閣による私学授業料無償化の閣議決定（私学への支援額 457200 円のうち国が 4 分の 3、地方

自治体が 4 分の１負担）が後押ししたことは言うまでもありません。さらに年明けの志願変更を受けて、実際の受験者は

43173 名となり、昨年比－2518 名の公立高校受験者となりました。全日制の一般募集の合格者は 37334 名（昨年比－607

名）であったので、神奈川県全体の公立高校の実質倍率は 1.15 倍（昨年 1.20倍）と、ここ数年で最も低い数値（公立不人

気）となりました。事実多くの公立高校は定員割れを起こしており、二次募集2108名に対し志願者もわずか179名と多く

の公立高校に厳しい風が吹き荒れています（今後加速化する少子化に歩を合わせた統廃合ラッシュが迫っています）。 

では私立人気がどのぐらい高まっているのか？近隣の私立高校の状況を見てみましょう。各校、一昨年も昨年も人気でし

たが、今年はさらに受験者を集めています。ただしどこもかしこもというわけではなく、校名は挙げませんが、現状維持も

しくは減少している不人気私学もあります。 

受験校 2026年の受験者 2025年の受験者 差 増加率 

慶應義塾 1600名 1266名 ＋334 26％ 

中大横浜 825名 775名 ＋50 6% 

桐光学園 767名 695名 ＋72 10% 

日本大学 1027名 868名 ＋159 18％ 

法政国際 939名 876名 ＋63 7％ 

法政二高 1312名 1240名 ＋72 6% 

日大藤沢 1429名 1170名 ＋259 22% 

橘学苑 1330名 1065名 ＋265 25％ 

次に公立高校の人気校を見ていきます。2026年度の実質倍率トップ10です。昨年に続き多摩の人気ぶりが目立ちます。 

今年の順位 高校名 倍率 昨年倍率 昨年順位 

1 横浜翠嵐 1.93 1.89 1位 

2 多摩 1.64 1.61 4位 

3 湘南 1.55 1.54 6位 

4 新城 1.55 1.78 2位 

5 横浜サイエンスフロンティア 1.53 1.47 10位 

6 横浜緑ヶ丘 1.52 1.43 － 

7 柏陽 1.52 1.50 9位 

8 神奈川総合（個性化） 1.50 1.65 3位 

9 七理ガ丘 1.46 1.31 － 

10 神奈川総合（国際文化） 1.46 1.34 － 

神奈川県の高校入試の詳細な問題分析と対策は次のだよりで行いますが、特色校（進学重点19校）の全体倍率が1.36（昨

年が1.40）で微減しており、受験すれば全員合格できる定員割れもしくはそれに近い学校も出始めています。多摩川の土手

沿いに立地し、東京都への学生流出を防ぐという裏使命があり校舎の建て替えも早めに許された多摩高校は、高倍率が続き

優秀な学生が選抜されることで、翠嵐・湘南に続く進学校に育っていくでしょう。全問独自作成の唯一無二の特色検査問題

を作成するYSFHこと横浜サイエンスフロンティアは、5科目バランスよくできて、その上で理数がしっかりできる子が欲

しいと明確な指針を打ち出し、今年東大合格現役8名と気を吐いています（高津駅前校のYSFH合格率は100％継続中！）。 

この短章でお伝えしたいのは、無償化で学費の壁が低くなったことで、選ばれる公立・私立と選ばれない公立・私立の二

極化をより一層加速させているということです。繰り返しますが、詳細な問題分析と対策は次回のだよりで行います。 



４ 新しい大学入試について 

私自身この仕事を約 30 年前に始め、当時は高校生中心に指導していましたが、現在の主戦場は中学受験と高校受験とな

って久しくなります。しかしながら、中学受験そして高校受験は常に大学入試を反映しています。自分のかつての常識は通

じないという自戒をこめて、現在の大学入試の特徴を大まかにまとめてみたいと思います（z会の資料を参考に）。 

学校推薦型選抜・総合型選抜での入学者の増加…大学入試といえば、学力テストを課す「一般入試」がメインルートで、

「推薦入試」や「AO 入試」はあくまで例外的なルート…。保護者世代にはそのように考える方もいらっしゃるのではない

でしょうか。しかし、学校推薦型選抜や総合型選抜で大学に入る学生の割合は、いまでは全体の半数を超えています。とく

に私立大学に顕著ですが、国立大学でもこれらの選抜方式での入学者は約４分の１を占めています。総合型選抜・学校推薦

型選抜での合格をねらい、アピールできる活動や資格・検定の取得に熱心に取り組む高校生も増えてきました。受験対策と

いえば何よりも模試試験の点数を上げることだったかつての常識は揺らぎつつあります。ところで、旧来の推薦入試や AO

入試には「学力不問で書類選考だけで合格できる」イメージがつきまとっており、入学後の授業についていけない学生が増

える原因になっているともいわれました。そこで、文部科学省は2020年度の入試からそれぞれ「学校推薦型選抜」「総合型

選抜」という呼称にし、これらの入試方法でも知能・技能を問う試験を課すことを義務付けたのです。具体的には。小論文

やプレゼンテーションなどの試験を実施することや、大学入学共通テストの成績を評価することなどが求められるようにな

りました。現在では、どんな選抜方法であっても学力の評価は欠かせないという原則が明確にされています。なお、学校推

薦型選抜や総合型選抜は、特別な条件で学生を選抜するために活用される場合があります。たとえば、2010年に始まった医

学部の「地域枠」（将来その地域で医療に従事することを条件に受験する枠）などがわかりやすい例でしょう。また、最近で

は理工系学部における「女子枠」に注目が集まっています。世界各国と比べても日本の大学の理工系学部では女子学生が非

常に少ないので、2022年、文部科学省は「理工系分野での女子」などを対象とする選抜方式の導入を促しました。これを受

けて、理工系学部の学校推薦型選抜・総合型選抜に女子枠を新設する大学が急増。以前から先駆的に女子枠の入試を実践し

てきた工業系の私立大も、定員や規模の拡大に乗り出しています。 

一般選抜における試験方式の多様化…学校推薦型選抜や総合型選抜が拡大してきた背景には、少子化で 18 歳人口が減少

し続けるなかで、なるべく多くの若者に受験してもらいたい、そして画一的ではない多様なタイプの学生を確保したいとい

う大学側の思惑があります。同様のねらいから、私立大学では一般選抜（学科試験中心の入試）においても試験方法・日程

が多様化し、現在では試験科目や出願条件の異なるさまざまな入試方法から選んで受けられるようになってきました。学部

ごとに実施される従来型の入試以外にも、「共通テスト利用入試」や「全学部統一入試」が設けられているのが一般的です。 

たとえば、中央大学法学部の一般選抜には従来型の「一般方式」のほかに「共通テスト併用方式」「共通テスト利用選抜（５

教科型）」「共通テスト利用選抜（３教科型）」「５学部共通選抜」の、合わせて５種類の受け方があります（ちなみに、一般

選抜以外の入試方式も「指定校推薦」「チャレンジ入試」「英語運用能力特別入試」の３種類存在します）。受験者が自分に合

った受け方を自由に選び、組み合わせることができるようになったのは歓迎すべきことですが、多様な試験方法それぞれの

特色を把握したうえで適切な対策を考えるのはかなり面倒な作業で、受験生や保護者にとって大きな負担になっている現実

もあります。 

広がってきた英語外部検定試験の利用…2021 年 1 月に始まった「大学共通テスト」では、当初、英語のテスト対策に英

検、ＴＯＥＩＣ、ＴＥＡＰなど民間の英語検定試験を利用する予定でした。それまで「読む」力に偏っていた評価を、「読む」

「書く」「聞く」「話す」４技能の評価へと大胆に切り替えることを目指したのです。受験機会の公平性をめぐってさまざま

な問題が指摘されたことから、共通テストへの導入は見送られましたが、英語外部検定試験を利用する入試は拡大を続けて

います。現在、全国の大学の実に6割以上で英語の外部検定試験が活用されており、大学進学を目指す高校生にとって、検

定試験のスコアは事実上「必須」に近いものとなりつつあります。入試が目前に迫った時期に検定試験を受けるのは大変で

す。外部検定試験を利用して受験することを考えるのであれば、早めにスコアを取得しておくべきでしょう。 

新しい学力観と入試問題に見られる変化…従来、学力とは既存の知識・技能を身につけるだと考えられてきました。しか

し、現代では社会環境の変化に伴い、「学ぶ知識・技能」自体が急速に変容し、解決すべき課題もより複雑になっています。

そのため、2022年度に実施の現行の高等学校学習指導要領では旧来の「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」に加えて、

「主体的に多様な人々と協働して学ぶ力」が重視されるようになりました。入試問題にもこうした新しい学力観が反映され

てきており、「大学共通テスト」では日常生活で直面する具体的な状況を取り上げた問題や、複数人が対話を通じて課題解決

を図る状況を設定した問題が目立ちます。保護者世代の、もっぱら知識の定着度合いを測る旧来型の入試問題しか経験して

こなかった方からすると、これらの問題に新鮮な驚きを感じると思います。福阪の授業では高校入試終了後、実際の大学入

試の問題（最新の共通テスト・早慶や東大の入試問題）を活用する授業を設けていますが、機会があればぜひ保護者様も「共

通テスト」や自らの母校の問題を実際にご覧になってみてください（可能ならば解いてみてください）。 

分野横断・文理融合の学びへの転換…2025年4月東京大学は約70年ぶりとなる新学部U Tokyo College of Designを2027

年に設置する構想を発表しました。デザインという言葉は社会システムの変革、創出を含む非常に広い意味でとらえられて

おり、従来の学問領域にとらわれない人材育成を目指しています。法学部・工学部・医学部…といった伝統的な学部名をこ

れまで守ってきた東京大学が、分野横断を掲げる新学部構想を打ち出したのはある意味、象徴的な出来事と言えるでしょう。

少子高齢化・グローバル化・デジタル化など社会環境の変化が急速に進化しつつある現代では、「さまざまな情報を活用しな

がらそれを統合し、課題発見・解決や社会的な価値の創造に結びつけていく能力」が強く求められるようになっています。

そのため、近年は分野横断・文理融合の教育を目指す動きが加速し、全国の大学で学部・学科の新設、再編が進められてき

ました。文系・理系を問わず、すべての入学者がデータサイエンスなどを共通に学ぶカリキュラムも、多くの大学に広がっ

ています。こうした新学部構想やカリキュラム改革が新しい入試方式と連動するケースも多く、東京大学の新学部でも従来

の筆記試験ではなく書類や面接などを中心とするまったく新しい選抜方法が採用される予定です。 

9月入試も珍しくない？進むグローバル化…先ほど取り上げた東京大学の新学部UTokyo College of Designでは、入試時

期が海外の多くの大学に合わせて９月になります。授業はすべて英語で行われ、日本人学生と外国出身の学生は半々に、一

年次には学生全員が寮生活を送る予定です。すべての授業が英語で行われ、全学生が 1 年間の寮生活を送る大学といえば、

2004 年、グローバル人材の育成を掲げて創立された国際教養大学（秋田県秋田市）が有名です。１学年の定員が 175 人と

いう小規模な公立大学ですが、今では国内トップランクの評価を得ています。他にも国際基督教大学や早稲田大学国際教養

学部など、たくさんの留学生が在籍し、多くの授業が英語で行われている大学・学部は今では少なくありません。国際標準

である９月入学が可能なコースも徐々に増えてきています。海外からの留学生が日本の大学で学ぶ一方で、高校卒業と同時

に海外の有名大学へ進学を目指す日本人の若者もいます。文部科学省の調査によると、2023年度に日本の高校から海外の大

学に現役進学した人は 1635 人。海外生活の経験がある帰国子女が多いものの、日本で生まれ育った若者が海外の大学に目

指すケースも増えているようです。例えば開成高校が公表している2025年度の進学データを見ると、海外の大学を受験し、

合格した現役生・卒業生は（延べ）20人で、米国のコロンビア大学などに進学した生徒がいることも確認できます。 

デジタル化の波は入試にも…出願と言えば、郵便局に出向き、書留で書類を送る。そんな光景がありありと思い浮かぶま

す。しかし現在ではオンライン(WEB)での手続きが主流になってきています。近畿大学がオンライン出願に完全移行し、話

題を集めたのは 2014 年度の入学者選抜でした。その後、オンライン出願を導入する大学は着実に増え、コロナ下を経て一

気に拡大。大学入学共通テストの出願も2025年秋から原則として受験者個人がオンライン（WEB）で出願する方式に切り

替わりました。なお、コロナ下の時期には出願だけではなく試験そのもの（面接）をオンラインで実施する大学も出現し、

その後、定着したケースもあります。入試に関連し、いま問題になっているのは、生成AIの急速な普及です。 

すでに大学教育の現場では、学生自身が書いた文章と AI に書かせた文章を区別できず、評価ができないといった事態が

生じています。「主体性・多様性・協働性」を重視する新しい学力観のもとで、大学入試でも自己推薦書やレポートの提出、

受験者によるプレゼンテーションなどを求めるケースが増えましたが、これらに生成ＡＩが使われることを想定し、出題や

評価の方法を改めて検討しなくてはならないでしょう。 

変化するのは、入試のその先も…大きく変わったのは、入試のあり方だけではありません。キャンパスのデジタル化や分

野横断・文理融合のカリキュラム再編が急速に進み、大学での学びの

あり方自体、昔とは様変わりしつつあります。現在、各大学は生き残

りをかけて「個性」や「特色」を打ち出してきており、受験生の側も

多種多様な選択肢の中から自分に合った志望先をしっかり見極めなく

てはなりません。実際に約半数の私立が定員割れを起こしており、4

月 23 日に開かれた財政制度等審議会でも、財務省は 2040 年までに

250校（私立大学は現在全国で624校ある）の大規模縮減案を公表し

ました。それだけに気になる大学のオープンキャンパスには、早め早

めに積極的に参加するなど、入試だけではなく、その先にある学びの

中身を保護者も受験生もともに吟味する姿勢が求められています。 

 

～おまけ 現在の大学入試を知る10個のキーワード～ 

1学校推薦型選抜…大学入試で高校からの推薦を受けて出願する入試方法（旧・推薦入試）。大学側が特定の高校に推薦枠を

設ける「指定校制」と、どの高校からも出願条件さえ満たせば出願できる「公募制」の２つに分かれます。前者は高校内で

の選考さえクリアすれば合格できる可能性が高い。一方、後者ではライバルが多くなり、厳しい競争になることもあります。

また「指定校制」の場合は専願（第一志望で受験し、合格したら必ず入学する）が条件になりますが、「公募制」では併願が

認められるケースも増えてきました。学校推薦型選抜では高校から大学側に提出される「調査書」がとくに重視され、公募

制の場合には調査書自体を点数化し、合否判定に用いるケースも少なくありません。 

2 総合型選抜…大学がアドミッション・ポリシー（受け入れ方針）に基づき、求める人物像に当てはまる受験生を選抜する

入試方式（旧・AO入試）。高校からの推薦は不要。学校推薦型選抜が高校時代の成績・活動実績を重視するのに対し、総合

型選抜では大学入学後に向けた「やる気・意欲」が重視されます。それを見極めるため、大学での講義の受講や課題（レポ

ート）提出などが求められるケースが多いです。総合型選抜は学校推薦型選抜よりも早い日程で行われるのが通例で、総合

型選抜と学校推薦型選抜はいずれも秋頃に試験を行い、12月までに結果が出ることが多いので、まとめて「年内入試」と呼



ばれることもあります。 

3一般選抜…学校推薦型選抜や総合型選抜以外の、学科試験を中心とする入試方式（旧・一般入試）。国公立大では１月に共

通テストを受け、2 月下旬以降に大学ごとの２次試験（前期・中期・後期日程に分かれる）を受ける仕組み。私立大学の一

般選抜もだいたい2月以降に実施されますが、現在では大学が独自に行う試験のほかに「共通テスト利用方式」も広く導入

されています。学校推薦型選抜、総合型選抜とは異なり、一般選抜は大学入学資格さえ満たしていれば誰でも受験できるの

が普通。試験方式や日程を選ぶことで、数多くの受験機会が得られます。とはいえ、現在大学入試において一般入試を経て

大学に入学する学生の比率は5割を切り、共通テストとはいえ中学・高校入試とちがい、大学入試センターという直接には

高校生の教育に関わらない機関が入試問題を作成します。各大学の試験に至っては出題範囲の縛りがなく（教授陣の自由）、

国立大学は中期は実施せず、後期日程の募集人員は極めて少ないのが現状で、実質ワンチャンス。年内に多くの同級生が続々

と合格を決めていく中、最後の最後まで戦い続ける心身のタフさが求められます。 

4 全学部統一入試…ある大学の、全部または複数の学部で共通の問題を用いて実施される入試のこと。１回の受験で複数学

部に出願できるケースが多く、学部ごとに行われる従来型の入試とも併願可能です。2000年代に立教大学が導入し、その後、

多くの私立大学に広がっていきました。 

5 共通テスト利用入試…私立大学の一般選抜で、大学入学共通テストの成績で合否判定を行う入試。共通テストで高得点を

取っていれば、複数の大学で合格を得られる可能性があります。共通テストの前身である「センター試験」でもセンター試

験利用入試は多くの私立大学で実施されており、現在も私立大学の約９割が共通テスト利用入試を設けています。なお、共

通テストの成績だけでなく小論文や面接など他の選考方法と組み合わせる「併用方式」も少なくありません。 

6 大学入学共通テスト…独立行政法人「大学入試センター」が運営する試験で、毎年１月中旬の土・日曜の2日間に全国の

会場（大学）で実施されます。出題されるのは国語・地理歴史・公民・数学・理科・外国語・情報の 7 教科 21 科目。受験

生は、志望する大学が指定する教科・科目を選択して受験します。国公立大学受験者を対象とする「共通 1 次試験」（1979

年～1989年）が前身ですが、1990年に「センター試験」に、さらに2021年には「共通テスト」に切り替わりました。「セ

ンター試験」以降は私立大学の利用も可能になり、現在では多くの私立大学が「共通テスト利用入試」を設けています。 

7 英語外部試験利用入試…英検、TOEFL、TEAP など英語外部検定試験のスコアを活用する入試方式。英語の筆記試験の

代わりに外部検定試験を用いるケースの他に、検定試験の成績を出願の条件にする、加点の材料にする・・・など、利用の

仕方はいろいろあります。 

8 分野横断・文理融合の教育…従来の文系・理系といった学部の枠にとらわれず、複数の分野を組み合わせて学ぶことので

きる学部が増えてきました。一つの専門分野だけでは解決できないような、社会の複数な問題に対し、多様な視点や柔軟な

思考力をもって解決する力を養うことを目的としています。こうした分野横断型の学部の設置は1990年代に始まっており、

京都大学総合人間学部（1992年設置）や東京理科大学経営学部（1993年設置）などが主な例です。近年も、金沢大学の融

合学域（2021年設置）など、新たな視点で分野横断・文理融合の教育拠点を創りだそうとする取り組みが相次いでいます。 

9 オンライン出願…出願書類を郵送する代わりに、インターネットを通じて大学に直接申し込む手続き。多くの大学で導入

が進み、24時間いつでも自宅から出願できるようになりました。入力ミスを防ぐ確認機能があることや、複数の大学への出

願がしやすい点がメリットですが、志願票を印刷・郵送する必要がある場合や、調査書などの別送書類もあるため、締切日

だけでなく、手続き全体の日程管理が重要になります。 

10オープンキャンパス…受験生や保護者を対象とする説明会や相談会は1980年頃から各地の大学で行われていたようです

が、学生獲得競争が激化した 2000 年前後に「オープンキャンパス」という名称が定着。現在では、大学進学を希望する高

校生なら誰もが参加する定番のイベントになりました。説明会・相談会の他に、授業・実習の体験、キャンパスツアーなど、

実施されるメニューも実に多彩です。過去問題等を用いた「入試対策講座」が行われることも珍しくありません。 

 

このだよりは中学受験・高校受験コース共通版です。このだよりを読み、「結局、中学受験しなきゃだめなんでしょ、先生。

でも、無償化といったって、学費以外にも…うちはお金が…」と思われる方がいるかもしれません。右上は他塾と創研学院

高津駅前校との最新の学費比較（一番お金がかかるといわれる中学受験小6生の、四大塾との比較）です。確かに高津駅前

校もお安くはありませんが、その中身で判断し続けていただければ幸いです。私にとってこの仕事はライフワークであり、

この仕事で皆様から不必要にお金を搾り取ろうとは考えておりません。 

また中学受験も高校受験も戦い方がちがうだけで、高津駅前校では全コース、福阪・稗田が責任を持って指導しています。

中学受験も高校受験も 1 ㎜も差別しておらず、全コース・全生徒、小 2 も中 3 も全員大事な＜個＞として尊重しています。

どういう世の中になっても、大勢に流されずふみとどまり、自分の頭でものを考える、賢い人を育てたいと願っています。

定年まであと10年ほどです。これからもがんばってまいりますので、稗田ともども引き続きよろしくお願いします。 

 

   

Will is everything ! （ 情熱こそ！）   創研学院高津駅前校  副校長 稗田潤 ／ 校長 福阪和重 

 

～ おまけのおまけ 他塾とのお月謝比較 ～ 

ご参考までに…中学受験コース6年生の年間費用比較表【2026年4月末時点調べ】 

項目 創研学院高津駅前校 日能研 四谷大塚 SAPIX 早稲田アカデミー 

1年間の合計金額 110万前後 145万以上  158万以上 159万以上 154万以上 

入会金 免除規定あり 22000円 22000円 33000円 22000円 

年間月謝 627000円 570240円 745250円 726000円 574200円 

年間教材費 56000円 92554円 38720円＋別途 月謝に含む 85000円 

特別講座 年間5万円程度 約68640円 約129000円 約338800円 約328400円 

テスト代 月謝に含む 154000円 17600円 39600円 44880円 

模試代 別途発生 6050円×13回 5280円×6回 6600円×4回 別途発生 

春・夏・冬講習 375000円 464739円 472000円 462000円 406600円 

授業形態 学年定員20名 先生1対生徒最大20名までの集団指導形式で複数クラス 

教員 ベテラン正社員 大学生アルバイト～ベテラン正社員が担当し、クラス変動ごとに先生交代 

指導時間の目安 週5・15時間 週4・14時間 週4・15時間 週4・15時間 週4・14時間 

フォロー体制 無料フォロー 個別指導は別途有料で受講・各校舎独自の特別講座費用なども別途計上 

＜注＞他塾に比べ、創研学院高津駅前校の中受コースは4分の3から3分の2、高受コースも半額程度の費用です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            


